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【学位論文審査の要旨】 


















以上の背景の下、本論文では、平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分、東北地方三陸沖を震源
とした巨大地震である東日本大地震が東京の被圧地下水並びに不圧地下水の水位変動に与
えた短期および長期的な影響について、地震発生月である 3 月 1 箇月間の 1 時間単位の地
下水位データを用い、短期的な地下水位変動の時系列特性を目視によりパターン分類する
とともに、同じデータに対して SOM を用いて客観的にパターン分類し、その変動要因につ



















欠測等の少ない 100 井（被圧 87 井･不圧 13 井）における平成 15～24 年 10 箇年の月単位
水位データに SOM を適用し、地下水位の長期的な年間変動パターンを抽出するとともに、
その変動要因について考察した。その結果、10 箇年における年間水位変動パターンは 8 ク
ラスターに分類され、さらに 3 グループに大別できることを示した。そのうちの 1 グルー
プは、東日本大地震の影響を受けて水位変動パターンが変化したことを明らかにし、その
要因が地震に伴う水道水源井の揚水停止にあることを見い出した。さらに、当該地震によ
り変化した地下水位の年間変動パターンが、揚水量の回復に伴い地震前の年間変動パター
ンへ戻る傾向にあることを示すとともに、年間変動パターンの分布に明瞭な空間分布傾向
があることを明らかにした。 
 
 以上要するに、本論文は、東日本大地震が東京の地下水位変動に与えた短期および長期
的な影響について、SOM 解析の有用性を示すとともに、その変動特性並びに変動要因にお
ける東日本大地震の影響について明らかにしたものであり、地下水文および都市水文分野
における貢献は極めて大きい。 
 よって、本論文は、博士（工学）の学位を授与するに十分な価値を有するものと認めら
れる。 
 
